
ふるさとの
 文化財探訪

第105回

玖
珠
川
通つ
う
せ
ん舟  

（
前
編
）

文
化
財
調
査
員
　
　
音
　
成
　
葉
　
子

　２月１４日はバレンタインデー。一般に愛する人
に気持ちを伝える日として知られていますが、バレ
ンタインデーの由来はご存知でしょうか？
　諸説ありますが、一説には司祭のヴァレンティヌ
スの話がもとになっているというものがあります。
彼が生きたとされる３世紀後半頃、ローマ帝国皇
帝は戦争をする際に、「愛する家族や恋人などが
故郷にいると若い兵士の士気が下がる」として結
婚を禁止していたそうです。
　しかし、ヴァレンティヌスは若い兵士の結婚式を

バレンタインデーの由来

内緒でとり行っていました。それを理由として処刑
されたのが２月１４日。人々は彼の勇敢な行いを讃
え、この日をバレンタインデーと呼び、お祈りをす
るようになったのだと言われています。
　この話を知った私は、衝撃を受けました。なぜ
なら、今まで単なるおめでたい日の一つだと思っ
ていたバレンタインデーは、ヴァレンティヌスの処
刑された日だったのですから。
　結婚の自由という人権を奪われていたヴァレン
ティヌスの時代、彼は自らの行動によって人々の
結婚の自由を守ろうとしました。もしかすると私た
ちが当たり前のように享受している権利の数々は、
誰かが勝ち取ってくれた結果かもしれないのです。
　そして同時に、「知る」ということの重要性に
ついても考えさせられました。現代においても様々
な人権課題がありますが、その解決のための第
一歩はやはり「正しく知る」ことから始まっていく
のだと思います。
　一人ひとりの人権が尊重される社会の実現を目
指して、私も自分ができることから始めていきたい
と思います。

　健康福祉課

人権

No.318

　
１
７
８
８
（
亨
保
18
）
年
に
長

崎
地
域
の
窮
状
を
救
う
目
的
で

日
田
・
玖
珠
郡
の
幕
府
領
か
ら

五
千
石
の
年
貢
を
送
る
よ
う
に

な
っ
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
る

長
崎
廻か
い
ま
い米

に
ま
つ
わ
る
話
で
す
。

　

当
初
は
両
郡
よ
り
中
津
に
設

置
さ
れ
た
蔵
ま
で
駄
送
さ
れ
、

中
津
湊
か
ら
長
崎
へ
船
運
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
５
年
後
、
そ
の
廻
米
量
が

一
万
石
に
増
大
。
こ
れ
を
契
機
に
、
中
津
湊
か

ら
関
河
岸
（
現
・
日
田
市
夜
明
の
発
電
所
付
近
）

へ
と
替
り
、
筑
後
川
水
運
の
利
用
に
転
換
さ
れ

ま
し
た
。
１
８
１
０
（
文
化
７
）
年
隈
町
の
掛

屋
森
氏
が
日
田
川
通
舟
を
願
い
出
た
が
、
川
を

持
た
な
い
豆
田
町
の
反
対
で
実
現
し
な
か
っ
た
。

１
８
２
５
（
文
政
８
）
年
、小
ケ
瀬
井
路
の
完
成
。

川
を
持
た
な
い
豆
田
町
に
も
井
路
が
通
り
通
舟

が
可
能
と
な
り
ま
す
。
続
い
て
日
田
の
豪
商
ら
が

中
心
と
な
り
河
岸
開
設
や
川
筋
の
開
鑿さ
く
を
行
い
、

日
田
に
は

中
城
河

岸
（
港
町
）

と
竹
田
河

岸
（
隈
町
）

が
で
き
ま

し
た
。
中

城
河
岸
に

は
日
田
郡

の
年
貢
米

が
集
め
ら

れ
て
中
城

川
か
ら
積

下
し
、
竹

田
河
岸
に
は
玖
珠
郡
か
ら
の
年
貢
米
が
集
積
さ

れ
隈
川
か
ら
積
下
し
関
河
岸
ま
で
運
ば
れ
ま
し

た
。
こ
う
し
て
日
田
川
通
舟
が
実
現
し
ま
す
。

　
玖
珠
郡
に
と
っ
て
こ
の
通
舟
が
玖
珠
川
通
舟
開

発
へ
の
希
望
の
誘
因
と
な
り
ま
す
。
当
時
こ
の
竹

田
河
岸
ま
で
は
駄
送
で
運
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
れ

も
川
沿
い
を
通
る
現
在
の
国
道
２
１
０
号
線
は
当

時
あ
り
ま
せ
ん
、
幾
つ
も
の
峠
や
難
所
の
あ
る
山

道
で
す
。
ま
た
運
送
時
期
は
旧
暦
の
10
月
〜
12
月

と
霜
雪
解
け
が
あ
り
山
坂
道
を
一
層
悪
化
さ
せ
難

儀
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

日
田
川
通
舟
開
始
よ
り
遅
れ
る
こ
と
６
年
、

１
８
３
１
（
天
保
２
）
年
に
日
田
代
官
所
へ
出

さ
れ
た
玖
珠
川
通
舟
開
発
最
初
の
「
願
上
書
」

に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

関
河
岸
迄
近
村
は
十
里
内
外
、
遠
村
は

十
四
、五
里
余
も
相
隔
た
り
、
山
坂
極
難
所
越
に

て
中
継
所
相
仕
立
候
て
も
御
米
五
斗
入
一
俵
一

駄
の
内
歩
行
持
ち
に
分
け
、
往
返
二
、三
日
も
相

懸
り
、
ま
か
り
帰
り
候
て
も
一
両
日
も
牛
馬
を

休
ま
せ
候
故
捗
り
不
申
（
以
下
略
）

　

こ
の
よ
う
に
１
回
に
つ
き
５
斗
俵
１
俵
を
運

ぶ
の
に
数
日
も
か
か
る
と
い
う
非
常
に
効
率

の
悪
い
運
搬
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。
玖

珠
郡
32
ケ
村
に
割
り
当
て
ら
れ
た
廻
米
量
は

八
千
二
百
石
あ
ま
り
で
、
こ
れ
を
長
崎
の
ほ
か
、

江
戸
や
大
坂
に
も
送
っ
て
い
ま
し
た
。
江
戸
・

大
坂
へ
は
小
浦
（
日
出
町
）
か
ら
船
運
。
つ
ま

り
、
小
浦
へ
も
駄
送
し
て
い
た
年
貢
米
。
ど
れ

だ
け
大
変
な
こ
と
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
玖
珠
川
通
船
開
発
に
は
多
く
の

問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
て
こ
の
後
ど
う
な
っ

て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

　
後
編
に
続
く
。

（関河岸蔵所跡）両郡の千石蔵や役所詰所が
並びその間を船着場への石畳があった。
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毎月第２土曜日はおはなし会　１０時３０分～１１時

※２月は祝日と重なったため、第３土曜日の２月１８日に変更しています。
２月のおはなし会のボランティア
グループは「スター」の皆さん。
３月は「ぷちトマト」の皆さんです。
（３月 11 日予定）
★感染症対策（換気・マスク着用・手指消毒・アクリル板設
置等）をしています。楽しいひとときを一緒に過ごしませんか。
お待ちしています♪

実用書にも賞がある～『料理レシピ本大賞inＪＡＰＡＮ』～

　新刊・新着図書案内　〜梅の花が咲き始め、福寿草が顔を出す２月。春がそこまできています✿〜
●児童図書・コミック
きみのことがだいすき	 いぬいさえこ
ゆきのげきじょう	 荒井良二
こんにちはあかぎつね！	 エリック・カール
魔女のなみだのクッキー	 草野あきこ
ハワイのひみつ 学研まんがでよくわかるシリーズ特別編
テーマパークのサバイバル	 ポドアルチング
こどもバイアス事典	 犬飼佳吾
日々臆測	 ヨシタケ シンスケ
●一般図書
根深汁　居酒屋お夏春夏秋冬⑥（文庫）	 岡本さとる
民宿ひなた屋（文庫）	 山本甲士
魍魎回廊（文庫）	 宇佐美まこと 他
教誨	 柚月裕子
地図と拳	 小川哲
光のとこにいてね	 一穂ミチ
踏切の幽霊	 高野和明
道	 白石一文
うさぎ玉ほろほろ	 西條奈加
夏日狂想	 窪美澄
クロコダイル・ティアーズ	 雫井脩介
しろがねの葉	 千早茜
風の値段	 堂場瞬一
鎌倉残影	 朝井まかて 他

合本村上春樹	 マガジンハウス
この父ありて	 梯久美子
おいしいアンソロジーお弁当	 阿川佐和子
晴れても雪でも	 北大路公子
親は選べないが人生は選べる	 高橋和巳
ゲッターズ飯田の３６５日の運気が上がる話	 ゲッターズ飯田
日本史を暴く	 磯田道史
日本のおいしい酒旅	 朝日新聞出版
警視庁公安部外事課	 勝丸円覚
職場のハラスメント相談の手引き	
映画を早送りで観る人たち	 稲田豊史
自分ですらすらできる確定申告の書き方	 渡辺義則
勇者たちの中学受験	 おおたとしまさ
血糖値を下げる特効ワザ＆最強食事術	
腎機能自分で守り強化する最新ケア	
１０秒でつらい痛みが消えた！腰痛これだけ体操	 松平浩
日本の古寺	 海野聡、佐藤有希子
食材３つで簡単ごちそう小鍋	 ワタナベマキ
金曜日のほろよい１０００円ふたりメシ	 おづまりこ
老境との向き合い方	 甲野善紀
アウトドア秋冬キャンプＳＴＡＲＴ	 ＢＯＯＫ
この１本！	 馬場康夫
アントニオ猪木闘魂の遺伝子	 門馬忠雄
読むだけでおもしろいくらい脳に残るイメージ英文法	 松田貴盛

　ほんの森2月号　平日 午前10時〜午後６時　土・日 午前９時〜午後５時　月・祝 休み　九重町図書館 ☎ 76−3888

お知らせ

▲おはなし会で読んだ本 ▲1月おはなし会の様子

　皆さんは「本の賞」と言われて思いつくものは何ですか？
「芥川賞」 や「直木賞」、「山本周五郎賞」 など由緒ある
文芸賞でしょうか？それもそのはずで、国内の書籍に関する賞
のほとんどが「文芸書」 で、「実用書」に関する賞が数少
ないのです。そこで今回はまだあまり知られていないこの賞を
ご紹介します。『料理レシピ本大賞 in JAPAN』この賞は
全国の書店員さんが、実用書の中でも得に人気のあるレシピ
本の魅力をアピールしようと、2014 年に創設しました。【料
理部門】と【お菓子部門】の２部門があり、「おいしくて手
順がわかりやすく、再現可能な内容か」「料理をすることが
楽しくなる、または何度でも作りたくなる内容か」などの基準
で選ばれています。小説を選ぶときに、直木賞や本屋大賞を
ヒントに選ぶ方はたくさんいらっしゃいますが、お料理に迷った
ときに頼れるレシピ本の賞があることはご存じない方も多かっ
たのでは。図書館にも2022 年の受賞本をいれていますので、
興味が湧いた方はぜひ参考にしてみてください。

【入賞】『10年かかって地味ごはん。』／和田明日香／主婦の友社
【入賞】『宇宙一ずぼら絶品めし』／だれウマ／KADOKAWA など

【料理レシピ本大賞 in japan2022】
★料理部門＜大賞＞
『リュウジ式 至高のレシピ』
／リュウジ／ライツ社
〇料理研究家の著者が自
炊生活の集大成を本にしま
した。どれも真似したくな
る至高のレシピです。

★料理レシピ本大賞＜コミック賞＞
『泣きたい夜の甘味処』
／中山有香里／KADOKAWA
〇とある町にある一軒の甘
味処。提供するのは温かい
お茶と、甘いもの一品だけ。
今夜も疲れて泣きたい人がこ
の店に迷い込みます。
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●　暮らしの情報

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

第
18
回
大
分
県
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
参
加
者
募
集

■
競
技
種
目
・
開
催
日
・
会
場

【
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
】
４
月
２
日
㈰
／
会
場　

別
府
市
実
相
寺
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場

【
卓
球
・
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
】

５
月
13
日
㈯
／
会
場　

大
分
県
身
体
障

害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
ボ
ッ
チ
ャ
】
５
月
14
日
㈰
／
会
場　
大
分

県
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
陸
上
競
技
・
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
】

５
月
20
日
㈯
／
会
場　

大
分
ス
ポ
ー
ツ

公
園

【
ボ
ウ
リ
ン
グ
】
５
月
27
日
㈯
／
会
場　

タ
ワ
ー
ボ
ウ
ル
稙
田
店

【
水
泳
】
５
月
21
日
㈰
／
会
場　

大
分
市

営
温
水
プ
ー
ル

■
申
込
期
限
　
３
月
15
日
㈬

■
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課
（
☎
７
６
‐
３
８
２
１
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
掲
載
し
て
い
る
行
事·

相
談
会
な
ど
が
延
期
ま
た
は
中
止
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

各
種
相
談
（
相
談
無
料
）

大
分
県
交
通
事
故
相
談

【
電
話·

面
接
相
談
】

■
と
　
き　
月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
、

　
振
替
休
日
、
年
末
年
始
の
休
日
を
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
～
正
午

　
午
後
１
時
～
午
後
５
時
15
分

■
と
こ
ろ　
大
分
県
庁　
別
館
５
階

■
お
問
い
合
わ
せ　
交
通
事
故
相
談
所

　
（
県
生
活
環
境
部
生
活
環
境
企
画
課
内
）

　
（
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
１
６
６
）

【
巡
回
相
談
〔
予
約
制
〕】

■
と
　
き　
３
月
14
日
㈫

　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ

　
県
西
部
振
興
局

　
（
日
田
市
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
西
部
振
興
局

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
３

‐
２
２
０
０
）

行
政
書
士
会
日
田
支
部
無
料
相
談
会

■
と
　
き　
３
月
２
日
㈭

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

　
九
重
文
化
セ
ン
タ
ー
小
会
議
室

■
内
　
容
　

　
相
続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、
許
認
可
申

請
、
技
能
実
習
等
外
国
人
雇
用
等

第
34
回
豊
の
国
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

「
美
術
展
」
作
品
募
集

　
高
齢
者
が
創
作
し
た
絵
画
、
彫
刻
・
彫
塑
、

工
芸
、書
、写
真
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　
こ
の
美
術
展
は
、ね
ん
り
ん
ピッ
ク
え
ひ
め

２
０
２
３
美
術
展
に
出
品
す
る
大
分
県
代
表

作
品
の
選
考
会
を
兼
ね
てい
ま
す
。

■
募
集
作
品　
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、

工
芸
、
書
、
写
真

■
出
品
資
格
　
大
分
県
内
に
在
住
す
る
60

歳
以
上
（
昭
和
39
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
）
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方

■
募
集
期
間
　

　
２
月
１
日
㈬
～
３
月
10
日
㈮

■
開
催
期
間

　
５
月
16
日
㈫
～
５
月
21
日
㈰

■
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課
（
☎
７
６
‐
３
８
２
１
）

九
重
町
骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
等

支
援
事
業
助
成
金

　
骨
髄
等
の
提
供
を
行った
人
、ま
た
は
そ
の

人
を
雇
用
し
てい
る
事
業
所
を
支
援
す
る
こ
と

に
よ
り
、
個
人
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
と
企

業
の
取
り
組
み
の
促
進
を
図
り
、骨
髄
等
の
移

植
の
推
進
を
図
る
も
ので
す
。

■
対
象　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
者

・（
公
財
）
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
が
実
施
す

る
骨
髄
バ
ン
ク
事
業
で
、
骨
髄
・
末
梢
血

幹
細
胞
の
提
供
を
完
了
し
、
こ
れ
を
証
明

す
る
書
類
の
交
付
を
受
け
た
者

・
骨
髄
又
は
末
梢
血
幹
細
胞
を
提
供
し
た

者
（
以
下
「
ド
ナ
ー
」
と
い
う
。）
ま
た
は
、

そ
の
ド
ナ
ー
を
雇
用
す
る
事
業
所

・
骨
髄
等
の
提
供
日
及
び
助
成
金
申
請
時
点

に
お
い
て
、
本
町
に
住
民
票
を
有
す
る
者

・
町
税
を
完
納
し
て
い
る
者

※
た
だ
し
、
他
の
制
度
に
よ
る
助
成
金
等

の
交
付
を
受
け
た
者
、
ド
ナ
ー
休
暇
制
度

を
設
け
て
い
る
事
業
所
に
属
す
る
者
、
国

及
び
地
方
公
共
団
体
並
び
に
独
立（
地
方
）

行
政
法
人
等
を
除
く
。（
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

■
そ
の
他　
助
成
内
容
・
申
請
期
限
等
に

つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
７
６
‐
３
８
３
８
）

献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

■
と
　
き　
３
月
28
日
㈫

　
午
前
10
時
～
正
午

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

■
と
こ
ろ　
九
重
町
役
場　
玄
関
フ
ロ
ア

■
お
問
い
合
わ
せ　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
７
６
‐
３
８
３
８
）

イ
ベ
ン
ト
の
減
少
に
よ
り
、血
液

が
不
足
し
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

◀︎事前予約は
　こちらから
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玖
珠
食
品
衛
生
相
談
所
予
約

受
付
シ
ス
テ
ム
利
用
開
始

　
令
和
５
年
１
月
よ
り
玖
珠
食
品
衛
生
相

談
所
の
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
受
付
を
開
始
し
ま

し
た
。
来
所
時
間
の
予
約
が
可
能
で
、
待

ち
時
間
が
短
く
な
り
、
相
談
対
応
が
ス
ム
ー

ズ
に
な
り
ま
す
。
玖
珠
食
品
衛
生
相
談
所

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
簡
単
に
予
約
で
き
ま
す

の
で
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

大
分
県
西
部
保
健

所
（
☎
０
９
７
３
‐

２
３
‐
３
１
３
３
）

大
分
県
議
会
議
員
選
挙

立
候
補
予
定
者
事
前
説
明
会

■
と
　
き　
３
月
８
日
㈬
午
後
２
時
～

■
と
こ
ろ　
大
分
県
玖
珠
総
合
庁
舎

　
　
　
　
　
３
階
大
会
議
室

暮らしの情報　●

ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

【
厚
生
労
働
省
　
補
償
金
担
当
窓
口
】

■
電
話
番
号　

　
☎
０
３
‐
３
５
９
５
‐
２
２
６
２

■
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

　

hoshoukin@
m

hlw
.go.jp

■
受
付
時
間
　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

　
（
土
日
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
大
分
県
健
康
づ
く
り

支
援
課
（
☎
０
９
７
‐

５
０
６
‐
２
６
６
５
）

お
知
ら
せ

ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
の
御
家
族

に
補
償
金
を
支
給
し
て
い
ま
す

　
「
ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
家
族
に
対
す
る
補

償
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ

き
、
対
象
と
な
る
ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
の
御

家
族
の
皆
様
に
、
国
か
ら
補
償
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

　

補
償
金
の
請
求
書
の
提
出
や
請
求
に
関

す
る
御
相
談
に
つ
い
て
は
、【
厚
生
労
働
省

補
償
金
担
当
窓
口
】
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
い
補
償
金
制
度
に
つ
い
て
は
、
厚
生

労
働
省
ま
た
は
大
分
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

試
験·

講
習
会

点
訳
・
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
習
会

■
実
施
主
体　
社
会
福
祉
法
人
大
分
県
盲

人
協
会
、
大
分
県
点
字
図
書
館

■
応
募
条
件　
①
原
則
と
し
て
講
習
会
を

毎
回
受
講
で
き
る
方　
②
パ
ソ
コ
ン
を
お

持
ち
で
簡
単
な
操
作
の
で
き
る
方　
③
講

習
会
終
了
後
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
継

続
し
て
点
字
図
書
館
に
お
け
る
点
字
図

書
・
録
音
図
書
等
の
製
作
等
に
協
力
で
き

る
方

【
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
習
会
】

■
と
　
き

　
毎
週
金
曜
日
の
午
前
10
時
～
正
午

■
募
集
人
員
　
16
人
程
度

■
そ
の
他
　
講
習
会
の
後
半
に
は
パ
ソ
コ

ン
に
よ
る
点
訳
の
実
習
を
行
う

【
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
習
会
】

■
と
　
き

　
毎
週
火
曜
日
の
午
前
10
時
～
正
午

■
募
集
人
員
　
16
人
程
度

■
そ
の
他
　
講
習
会
で
は
パ
ソ
コ
ン
を
使

用
し
た
デ
ジ
タ
ル
録
音
を
行
う

【
共
通
項
目
】

■
期
　
間　
令
和
５
年
４
月
～
令
和
６
年

３
月
の
１
年
間
（
延
40
回
程
度
）

■
受
講
料　
無
料

■
応
募
期
限　
３
月
７
日
㈫
必
着

■
そ
の
他
　
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

■
お
問
い
合
わ
せ

　
社
会
福
祉
法
人
大
分
県
盲
人
協
会

　
大
分
県
点
字
図
書
館

　
（
☎
０
９
７
‐
５
３
８
‐
０
３
９
９
）

訓
練
コ
ー
ス
説
明
会
参
加
者
募
集

　

再
就
職
を
目
指
す
、
求
職
者
の
み
な

さ
ん
。
職
業
訓
練
施
設
を
見
学
し
て
、

あ
な
た
に
ぴ
っ
た
り
な
訓
練
コ
ー
ス
を
見

つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
　
き　
３
月
14
日
㈫
、
22
日
㈬

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

■
と
こ
ろ　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

■
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ　

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

　
（
☎
０
９
７
‐
５
２
９
‐
８
６
１
５
）

大
分
い
の
ち
の
電
話 

第
40
期
電
話

相
談
員
養
成
講
座
、
第
18
回
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
公
開
講
座 

受
講
生
募
集

■
講
　
座　
第
40
期
電
話
相
談
員
養
成
講

座
、
第
18
回
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
公
開
講
座

■
日
　
程

　
【
前
期
】
４
月
４
日
㈫
～
８
月
１
日
㈫

　
【
後
期
】
８
月
８
日
㈫
～
11
月
21
日
㈫

■
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

　
令
和
５
年
12
月
～
令
和
６
年
３
月

■
会
　
場　
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル（
大
分
市
）

■
受
講
料　
前
期
：
１
５
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
後
期
：
１
０
，
０
０
０
円

■
申
込
期
限　
３
月
31
日
㈮

■
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

　
（
☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
２
４
８
８
）

▲大分県ＨＰ▲大分県ＨＰ

■
お
問
い
合
わ
せ　

大
分
県
行
政
書
士
会
日
田
支
部

（
☎
０
９
０
‐
８
２
８
９
‐
４
６
６
４
）

遺
言
等
無
料
公
証
相
談

■
と
　
き　
平
日
の
午
前
９
時
～
正
午
、

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
午
後
５
時

■
と
こ
ろ　
日
田
公
証
役
場
（
日
田
市
）

■
内
　
容　
①
遺
言
の
ほ
か
、
高
齢
者
等

の
財
産
管
理
、
土
地
・
建
物
の
賃
貸
借
・

売
買
、
金
銭
貸
借
、
離
婚
給
付
、
尊
厳
死

宣
言
な
ど
の
公
正
証
書
の
作
成
に
関
す
る

相
談　
②
会
社
定
款
や
契
約
書
類
の
認
証

等
に
関
す
る
相
談　
③
相
続
問
題
に
関
す

る
相
談

■
そ
の
他
　
電
話
で
事
前
受
付
が
必
要

■
お
問
い
合
わ
せ　
日
田
公
証
役
場

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
４
‐
６
７
５
１
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
西
部
振
興
局
総
務
部

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
３
‐
２
２
０
０
）
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今
月
の
推
薦
句

今
月
の
推
薦
句

『令和四年の火災・救急件数 』
問　玖珠消防署　警防係　☎ 72ー2141

　令和 4 年中に九重町内で発生した火災件数は１４
件で、前年と比較すると２件の増加となっています。
　林野火災は、３～６月で多く発生しています。これ
から春先にかけて空気が乾燥し、火災が発生しやす
くなるため、気象状況を確認し、火の取扱いには
十分注意してください。
　《火災種別毎の出動件数》
　　・建物火災	 ６件
　　・林野火災	 ６件
　　・車両火災	 ０件
　　・その他火災	 ２件

こちら
119番

涅
槃
図
は
春
の
起
語
で
釈
迦
の
入
滅
（
死
）
の
情
景
を
描
い
た

も
の
。
象
や
虎
、
水
牛
な
ど
三
十
九
種
四
十
八
頭
（
匹
）
が
描

か
れ
て
い
る
。
賢
い
栗
鼠
に
な
り
た
い
ね
と
い
う
家
族
の
会
話

が
聞
こ
え
ま
す
。

夜
廻
り
は
冬
の
季
語
で
火
の
用
心
を
意
味
す
る
。
中
七
で
子

ど
も
に
読
み
聞
か
せ
を
せ
が
ま
れ
て
い
る
様
子
を
詠
み
ま
し

た
が
、
時
代
の
遷
り
変
わ
り
も
感
じ
さ
せ
る
一
句
で
す
。

節
分
は
、
節
の
変
わ
り
目
の
こ
と
。
現
在
で
は
前
日
が
重
要

視
さ
れ
て
き
た
。
豆
ま
き
で
鬼
役
が
お
面
を
忘
れ
て
帰
っ
て

き
た
と
い
う
様
子
を
捉
え
句
を
愉
し
み
ま
し
た
。

　
「
凧
」
は
春
の
季
語
。
早
春

の
広
い
空
の
下
の
凧
揚
げ
は

す
る
の
も
見
る
も
の
気
持
ち

よ
い
。

　

切
れ
た
凧
に
夢
を
乗
せ
る

と
い
う
表
現
が
一
句
を
明
る

く
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の

笑
い
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

象
よ
り
も
栗
鼠
に
な
り
た
し
涅
槃
の
図

福
寿
草
先
に
逝
く
な
と
夫
の
言
ふ	

八
千
子

松
納
体
重
計
に
そ
っ
と
乗
り	

末　

子

初
日
記
病
は
少
し
癒
え
と
書
く	

チ
ズ
子

二
人
ぽ
っ
ち
覗
き
く
る
る
や
初
目
白	

 

香　

澄

あ
せ
ら
ず
に
登
る
句
の
坂
福
寿
草	

干　

城

と
も
か
く
も
一
病
息
災
大
根
煮
る	

泉　

渓

早
梅
の
一
輪
曇
り
が
ら
す
硝
子
か
な	

桐　

友

戦
争
も
ス
イ
ッ
チ
ひ
と
つ
暖
房
も	

重　

吉

寒
見
舞
師
も
教
え
子
も
老
い
に
け
り	

ヨ
ウ
子

湯
豆
腐
に
湯
加
減
ど
う
か
と
問
う
夕
餉	

則　

子

水
仙
の
花
芽
に
力
も
ら
い
け
り	

純　

子

朝
日
影
カ
ケ
ス
の
声
で
雪
も
落
ち	

一　

主

涅ね
は
ん
に
し

槃
西
風
友
は
く
じ
ゅ
う
の
空
を
ゆ
く	

恵　

子

せ
せ
ら
ぎ
の
小
川
に
初
春
覗
き
お
り	

左
世
美

梅
蕾
花
咲
か
せ
ん
や
明
日
こ
そ	

春　

蘭

ま
た
ひ
と
つ
手
の
出
る
津
久
見
み
か
ん
か
な	

勝　

子

松
の
内
友
見
送
り
し
永
遠
の
旅	

好　

美

野
の
草
は
ロ
ゼ
ッ
ト
と
な
り
冬
を
耐
え	

次　

江

節
分
や
歳
の
数
ほ
ど
豆
を
ま
く	

良　

子

杉
木
立
透
か
し
て
冬
の
十
三
夜	

文　

子

夜
廻
り
や
読
み
聞
か
せ
い
る
桃
太
郎

節
分
や
お
面
忘
れ
て
鬼
帰
宅

切
れ
凧
や
児
ら
の
夢
乗
せ
舞
い
上
が
る　

 

内
田
ト
シ
子

豊　
　
　

國

佐
藤　

律
子

高
倉　

直
人

凧た
こ

（
選
者・評
）明
け
て
早
々
一
月
は
数
十
年
ぶ
り
の
厳
寒
を
味
わ
い
ま
し
た
が
、

も
う
こ
れ
か
ら
は
春
を
待
つ
日
々
で
す
ね
。
巻
頭
句
、
推
薦
三
句
、
い
ず
れ

も
春
を
待
つ
家
族
の
会
話
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
な
句
で
す
。
も
う
一
踏
ん

張
り
、
寒
さ
に
負
け
ず
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。	

（
こ
ご
り
ゅ
う
し
ょ
う
）

三
月
号
の
締
め
切
り
は
二
月
二
十
二
日（
水
）で
す
。

時 記歳

読

者

俳

句

　九重町内の救急出動件数は５１４件で４５１人を
搬送しています。前年と比較すると６８件増加し、
搬送人員も４４人増加しています。
　一日の平均出動件数は約１．４件となります。
　《救急種別毎の出動件数》
　　・急　病	 ３０７件
　　・一般負傷	 １３２件
　　・交通事故	 ３２件
　　・転院搬送	 １８件
　　・その他	 ５件
　※火災・救急件数については速報値になります。

佳
作
佳
作

　
　
二
十
席

　
　
二
十
席
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 編 集 後 記
　２月５日ＯＡＢ大分ふるさとＣＭ大賞
の予選があり、奇跡的に？決勝進出を
果たしました。
　撮影を受け入れていただき、準備し
てくださった皆さんご協力ありがとう
ございました。
　決勝は、３月１日の18
時３０分から放送される
予定ですのでぜひご覧い
ただければと思います！

T.E

広報ここのえは、環境にやさしい再生紙と植物性インクを使用しています。

広報ここのえは、UD文字を使用しています。

2
月

号
令
和
５
年
２
月
17日

発
行（
通
巻
801号

）
発
行
・
九
重
町
役
場
企
画
調
整
課

〒
879 -4895　

大
分
県
玖
珠
郡
九
重
町
大
字
後
野
上８番

地
の１

☎
 0973 -76 -2111	

印
刷・株

式
会
社
佐
伯
コ
ミュニ

ケ
ー
ション

ズ

２月生まれ

2
月
・
3
月
の
休
日
当
番
医

●
病
院

月 日 医院名 住所 電話番号  ●
歯
科
医

月 日 医院名 市町 電話番号
2月 19日 友成（塚脇）医院 塚 脇 72-0330  2月 19日 せさき歯科医院 日田市 0973-23-6481

23日 小 中 病 院 塚 脇 72-2167  23日 相 良 歯 科 医 院 玖珠町 72-0214
26日 高 田 病 院 春日町 72-2135  26日 ごとう歯 科 医 院 日田市 0973-22-0002

3月 5日 荒 木 医 院 森 72-2466  3月 5日 おの歯科クリニック 日田市 0973-22-6118
12日 矢 原 医 院 野 上 77-6121  12日 玉 井 歯 科 医 院 恵 良 76-2018
19日 北山田クリニック 北山田 73-2030  19日 合 原 歯 科 医 院 日田市 0973-22-5305
21日 長内科小児科胃腸科医院 春日町 72-2143  21日 石 井 歯 科 医 院 日田市 0973-24-6886
26日 玖 珠 記 念 病 院 塚 脇 72-1127  26日 よ し ま さ 歯 科 日田市 0973-23-8148

<発熱や風邪などの症状があるときの受診方法について>
◎「かかりつけ医など身近な医療機関」に電話で相談のうえ受診してください
◎かかりつけ医がいない場合、診療時間外の場合　　　受診相談センター（24時間対応）　☎ 0 9 7 - 5 0 6 - 2 7 5 5

★都合で変更する場合があります。

急な病気、心の不調、育児、
介護などご相談ください●ここのえ健康ダイヤル　　　0120-511-658 (24時間年中無休無料健康相談) 

フリーダイヤル
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３歳

１歳~３歳の誕生日を迎える、九重町に住所があるお子さんが
対象です。詳しくは九重町ホームページをご覧ください。

問 企画調整課 ( ☎ 76-3807)

３月がお誕生日のお子さん
:２月27日（月）まで

４月がお誕生日のお子さん
:３月27日（月）まで

応募締切

▲応募フオーム ▲九重町ＨＰ

町の面積／271.37㎢
町の木／くぬぎ
花／ミヤマキリシマ
鳥／カッコウ

人 の 動 き
1月1日～1月末日届出分

 人口と世帯
人口 8,705 人 （-24）
男 4,198 人 （ - 8 ）
女 4,507 人 （-16）
世帯 3,873 （-11）

（　）は前月からの増減

出生 （敬称略）

おなまえ 性別 保護者 行政区
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110 交通安全 2023.1 月末
町内地区別事故発生状況

地区別
人身事故 物損

事故
件数
計死者 負傷者 件数

東飯田 4 4
野 上 5 5
飯 田 17 17
南山田 1 1 15 16
計 0 1 1 41 42

弔慰
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お悔やみ申し上げます
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